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研究成果の概要（和文）：HIV-2 CRF01_AB 株は HIV-2 group A 株および B 株よりも 10～100 倍

高いウイルス産出量を維持すること、さらに、HIV-2 CRF01_AB 株の感染を受けた培養細胞には

著しい細胞変性効果が誘導されることを明らかにした。これらの結果は、HIV-2 CRF01_AB 株の

高い病原性をウイルス学的に示唆するものであり、更に詳細なウイルス学的特性の解明が今後

の重要な課題であると推察された。 

 

 

研究成果の概要（英文）：Viral production of HIV-2 CRF01_AB isolates was 10- to 100-fold 
higher than that of HIV-2 group A and B isolates. Furthermore, a severe cytopathic effect 
was observed in HIV-2 CRF01_AB-infected cells. As the findings would explain in part the 
high pathogenicity of HIV-2 CRF01_AB, further detailed characterization of the virus 
would be the next important study. 
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１．研究開始当初の背景 
 申請者らは最近、世界で最初の HIV-2 組換
え流行株CRF01_AB を同定した(Ibe et al., J 
Acquir Immune Defic Syndr, 2010)。これま
で HIV-2は病原性が低いと考えられてきたが、
3 例の HIV-2 CRF01_AB 感染例は若年齢にも
かかわらず、診断時に全例がエイズを発症し

ていた。このことは、HIV-2 CRF01_AB がゲ
ノム組換えを介して、従来の HIV-2 よりも高
い病原性を獲得した可能性を示唆している。 
 

２．研究の目的 
 本研究は、新規 HIV-2 組換え流行株 
CRF01_AB のウイルス学的特性を明らかにす
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ることを目的とした。 
 

３．研究の方法 
患者末梢血単核球から分離した HIV-2 

CRF01_AB 株、並びに、コントロールとして
HIV-2 group A 株と B 株を 5×106 RNA コピー
等量にてそれぞれ個別にレポーター細胞株
R5-MaRBLE に接種した。細胞洗浄後、10 日間
継続培養し、培養上清中に産出されたウイル
ス量をリアルタイム RT-PCR 法でモニタリン
グし、各ウイルスの増殖カイネティクスを比
較した。加えて、R5-MaRBLE の生細胞数をモ
ニタリングすることにより、ウイルスが誘導
する細胞変性効果も合わせてモニタリング
した。 

 
４．研究成果 
 HIV-2 CRF01_AB 株の臨床分離ウイルス 6ク
ローンの増殖カイネティクス解析を実施し
た。これら HIV-2 CRF01_AB 株の 6 クローン
はいずれも同様の増殖曲線を示し、興味深い
ことに、HIV-2 group A 株および B 株よりも
常に 10～100 倍高いウイルス産出量を維持し
ていた（図 1A）。さらには、HIV-2 CRF01_AB
株の 6クローンの感染を受けた R5-MaRBLE 細
胞はいずれも 6日目より生細胞数が極端に減
少し、活発なウイルス産生に伴って著しい細
胞変性効果が誘導されることが判明した（図
1B）。これらの結果は、HIV-2 CRF01_AB 株の
高い病原性をウイルス学的に示唆するもの
であり、更に詳細なウイルス学的特性の解明
が今後の重要な課題であると推察された。 
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ティクスと細胞変性効果の解析
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